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牧草と園芸　第65巻第５号（2017年）

はじめに

最近の自給飼料生産の話題は、水田に係る飼料用
イネやコントラクター、ＴＭＲセンターが中心と
なっているように感じます。飼料作物の品種や栽培
技術の話が少なくなっていることは寂しいことです
が、熊本県の生産現場に目を向けると、古くから水
田と畜産は関わり合いが深い為、水田を活用した飼
料作物生産を考えることは必要な事ですし、畜産農
家の規模拡大や高齢化等による労働力不足を考慮す
ると、担い手対策はとても重要な課題であることは
否めません。しかし、優良品種の普及や栽培技術等
の普及推進も忘れてはなりません。輸入飼料が高止
まりしている中、畜産経営のコスト低減の一つとし
て、自給飼料は重要な位置づけとなっています。そ
の為、「土づくり」や「草づくり」の基本的な技術
は勿論のこと、収量や品質の安定を図り、効率的な
生産を行うことが重要だと思います。
２０数年前に「今こそ自給飼料・・・」と言う文言

を目にした記憶があります。当時と現在とでは、畜
産を取り巻く環境が違うかもしれませんが、根本的
な問題点や課題はそれほど変わっていません。「土

づくり」「草づくり」の技術等の普及から担い手ま
で、幅広い対策が求められる時代となっています
が、試行錯誤しながらでも前述の事を念頭に置き、
前に進んでいくしかないのだろうと思います。
参考になる内容かわかりませんが、熊本県の自給
飼料生産の状況と弊会の自給飼料への取り組みにつ
いてご紹介します。

1. 自給飼料の生産状況

熊本県内で作付けされる主な飼料作物は、飼料用
トウモロコシ、イタリアンライグラス、飼料用イネ、
一部阿蘇地域では寒地型永年牧草となっています。
生産面積の推移を見ると、増加傾向になっている
のは飼料用イネで、特にＷＣＳ用イネの生産拡大が
目立っています（図 １）。水田施策の影響で増加し
ていることは言うまでもありませんが、水田飼料作
物として今や畜産経営には欠かせない飼料の一つと
なっています。一方、トウモロコシ等の長大作物の
作付け面積は減少傾向となっています。トウモロコ
シの作付け面積は、平成 ２年まで増え続け９０００ｈａを
超えましたが、平成 ３年から平成 ６年まで急激に減
少しました。その後、コントラクターの設立や活躍
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もあり、減少率は大幅に改善されました（図 ２）。
減少傾向は依然として変わっていませんが、コント
ラクターの設立とともに、トウモロコシの作付けを
止めていた地域でも再開し始める動きが出てきてい
ます。

2. ＷＣＳ用イネが普及した理由

熊本県内におけるＷＣＳ用イネは、平成２８年度で
７０００ｈａを超え、全国一の生産面積となっています。
普及した理由としては、「酪農家や稲わら収穫組織
が多く存在し、モアやロールベーラー等の収穫作業
機械があったこと」、「タバコの作付け面積が多かっ
たこと」、「酪農家等の利用可能者が多かったこと」
等が挙げられます。また、熊本県は早くから畜産農
家以外に耕種農家においてもＷＣＳ用イネの収穫調
製が行われています。平成１２年に宮崎県で発生した
口蹄疫により、国産稲わらの需要が高まり、熊本県

内では多くの稲わら収穫組織が立ち上がりました。
耕種農家による稲わら収穫組織の設立も数多くあ
り、ロールベーラ等の収穫調製機械の導入が進んで
いた為、新たな投資も少なく、取り組みやすい環境
が整っており、水田地帯でのイネＷＣＳの生産は早
くから活発となりました。さらに、水田地帯では、
稲わらを収穫を始めた頃から広域流通に取り組まれ
ており、イネＷＣＳも稲わらと同様、県内への供給
のほか県外にまで広域流通されています。

3. 飼料用米への取り組み

飼料用米の生産も徐々に増えつつあります。ま
た、乾燥調整や保管費用の削減の為、飼料用米ＳＧ
Ｓの取り組みも見られるようになっています。

4. コントラクター組織の設立

熊本県内の酪農に関する最初のコントラクター
は、「酪農家の高齢化及び後継者不足」、「機械更新
に係る高額な投資に対する不安」等を背景に、「自
給飼料を基軸にした土地利用型酪農の継続」、「家畜
糞尿の有効活用」、「生乳生産費の低減」、「労働力の
分散や作業の効率化」を目的として、平成 ６年にト
ウモロコシの二期作地帯である菊池地域において設
立されています。２３年前も現在も抱えている問題は
同じだった事が分かります。当時を振り返って見ま
すと、夏場のトウモロコシ収穫作業は重労働でし
た。さらに、二期作目の作付けを行うとなると、短
期間のうちに収穫と播種作業を行わないといけない
為、コントラクターの設立は、労働負担軽減に大き
く貢献しました。また、当初は大型の自走式ハーベ
スターの導入のみでしたが、平成９年には二期作目
の播種遅れ解消の為に不耕起播種機が導入され、播
種時期が以前と比べ格段に早まりました（写真１、
写真２）。現在では、酪農関係の主なコントラクター
としては１０組織があります。トウモロコシやＷＣＳ用
イネの収穫作業を中心に活動しており、作業の担い
手として地域には欠かせない存在となっています。

5. ＴＭＲセンターと耕畜連携

熊本県にはコントラクターは多く存在しますが、
自給飼料型のＴＭＲセンターは全国的に見ても多い
と言える状況ではありません。現在、自給飼料活用
型のＴＭＲセンターは ３箇所あり、それぞれ特徴が
異なります。原料をみてもトウモロコシサイレージ
が主体であったり、イネＷＣＳが主体であったり、
ＴＭＲセンターが設置された地域の特徴が反映され

図 １　熊本県における飼料用イネの生産面積の推移

図 ２　熊本県における長大作物の面積の推移
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ています。弊会は、平成２３年に八代ＴＭＲセンター
を開設しています（写真 ３）。県内でも有数の水田
地帯である八代地域にある為、水田飼料作物のイネ
ＷＣＳや飼料用米、イタリアンライグラスを活用し
たＴＭＲを製造しています（写真 ４、写真 ５）。
八代地域との関わりは、平成１７年に遡ります。八
代地域はい草の産地ですが、い草の作付け面積が
年々減少し、水田裏の活用が大幅に減っていまし
た。それを有効活用しようと耕種農家による水田裏
でのイタリアンライグラス栽培が始まったのをきっ

かけに、栽培技術指導と酪農家へのイタリアンライ
グラスの供給を開始しました。当初 １ ｈａのみでの作
付けでしたが、ＴＭＲセンターが開設される頃には
３７ｈａにまで拡大しています。
直近では、飼料用イネの低コスト化を目指し、バ
ンカーサイロを活用したＷＣＳ用イネの収穫調製や
籾米ＳＧＳの調製試験にも取り組んでいます（写真
６、写真 ７）。ＴＭＲ原料となる飼料作物の生産現
場の技術指導等を絡ませ、更なる耕畜連携の強化を
図っているところです。

6. 優良品種と栽培技術普及への取り組み

自給飼料生産支援として、施肥指導・圃場管理・
収穫調製等の現地指導や栽培技術の研修会、展示圃
場を活用して現地検討会を行っています（写真 ８、
写真 ９）。展示圃場は、菊池地域の合志市（熊本県
畜産研究所協力）と球磨地域の相良村（熊本県球磨
地域振興局協力）の県内 ２箇所にあり、飼料用トウ
モロコシやイタリアンライグラス、牧草類の展示の

写真 ４　自走式ミキサーへの原料投入

イタリアンライグラス
籾米SGS

写真 １　コントラクターによる飼料用トウモロコシの収穫作業

写真 ３　八代ＴＭＲセンターの全景

写真 ２　不耕起播種機による二期作目の播種作業

写真 ５　圧縮梱包機での密封作業

写真 ７　チューブバッグを活用した籾米ＳＧＳの保管状況

写真 ６　イネＷＣＳのバンカーサイロでの調製作業
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他、肥培試験や播種期試験等も実施し、品種の比較
のみならず、その年の生産状況の把握等にも役立て
ています（表 １、写真１０）。生産者や関係機関の協
力もあり、展示圃場を設置して２０年を超えました。
どのような形であれ、展示圃場の設置と維持管理に
は、労力と時間を要します。関係者の協力なしで
は、難しい取り組みですが、目の前で見られる環境
は重要ですので、今後も継続していく予定です。

7. 現在の課題と今後に向けて

最初に触れた通り、畜産農家の規模拡大や酪農経
営者の高齢化等による労働力不足があり、コントラ
クターが設立されてきました。それでもまだ十分に
問題が解消しているとは言えません。コントラク
ターの請け負う作業面積が増加しており、収穫作業
においては、播種時期をずらしたり、品種の早晩性
を活用して収穫適期の幅を作る努力はされています
が、限られた期間に収穫作業が集中する為、全てを
適期収穫することは難しい状況となっています。こ
れらの問題解決には、コントラクター組織や作業機
械を増やすことでも対応が可能かもしれませんが、
資金やオペレーターの確保に課題が残ります。高性
能な作業機械の開発や計画的な作期分散、場合に
よっては作付け体系の見直し、耕種サイドとの連携
等、地域の実情に合わせ複合的な対応が必要になっ
てくると考えられます。
また、優良品種や栽培技術の普及に関しては、普
及をする人の数や現地検討会を含む研修会等が減っ
ているように感じます。少なくとも２０年前までは、
各種苗メーカーでも展示圃場が設けられ、現地検討
会は賑わっていました。生産現場、生産者との話、
現地検討会での情報は、何物にも代え難い情報で
す。生産現場の状況は、生産現場を見なければ分か
りません。例えば、私は土壌分析の際、圃場の状況
を確認する為、可能な限り自ら土壌採取に出かけま
す。土壌分析データも重要な情報ですが、圃場の状
況と農家さんの話はそれ以上に貴重な情報だと思っ
ているからです。地味な話になってしまいました
が、たまには「土づくり」「草づくり」の基本に立
ち返りながら、生産者やコントラクター組織、関係
者も現場に足を運び、目の前の問題を地道に解決し
たり、より良い方向へ持って行くことも必要なのだ
と思います。

合志市展示圃場
品種数 備考

トウモロコシ（４月播種） ３１品種 ＲＭ１０５～ＲＭ１２５

トウモロコシ（８月播種） １５品種 ＲＭ１２２～ＲＭ１３５

イタリアンライグラス ３６品種 その他、イタリアンブレンド区

相良村展示圃場
品種数 備考

トウモロコシ（５月播種） １８品種 ＲＭ１１８～ＲＭ１３５

夏播き牧草 ２６品種 ソルガム１１品種

秋播き牧草 ６７品種
イタリアン３５品種
エン麦１５品種
その他永年牧草等

※平成２８年度の展示圃場の内容

表 １　展示圃場の概要

写真１０　相良村展示圃場の様子（秋播き牧草）

写真 ８　自給飼料の研修会の様子

写真 ９　展示圃場での現地検討会の様子
　　　　（合志市：熊本県畜産研究所圃場）
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